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 申請者は、第一回演奏会に、“鶴”（三木稔 作曲）、第二回演奏会に、“夕鶴”（團伊玖磨 作曲）と既
に、西洋音楽の発声で、いかに日本語のテキストを明瞭にそして音楽的に演奏できるか、試みている。
今回の最終審査演奏のために取り上げた“春琴抄”は、“鶴”においての歌唱と語りや“夕鶴”と違い、
地歌のメロディーとテキスト、また節回しが入っているため、本格的な日本伝統音楽の研究がなされて
いる。 
 論文は、演奏者としての視点で書かれているため、言葉に対する説明の不足や、第三章における、多
少個人的な意見の偏りはみられるが、申請者の日本オペラにたいする意欲は、大変感じられる。 
 
 演奏も、第一回目、第二回目もそうであったが、小編成にアレンジされた、三味線、琴、尺八、ピア
ノによるオーケストラでまとめられ、地歌、地唄舞も習得するまでにはいたっていないが、積極的にオ
ペラの演技として取り入れ、規模は大きくないが、総合芸術として、レベルの高い、内容の充実した公
演となった。 
 
 申請者が続けて来た研究と実践が一致した舞台と論文であるといえる。学位授与に値いすると判断さ
れ合格とする。 
